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第 2 篇第 2 ， 3 章では位相幾何学の手法の組織符号構成への新しい導入について述べられている。とく
に最短距離 5 の準完全な組織符号の構成を中心として，接続理論 (graph theory) による構成法が示され
ている。直観的な見通しがきくので，ある程度複雑な問題でも手計算で処理でき，また対称性の著しい符
号が比較的容易に求められ，機構の簡略化に有理である。新しい符号を含んだ準完全符号の構成例が示さ
れている。第 2 篇 4 ，......， 6 章は最近もっとも注目されている巡回符号および擬巡回符号が主題となってい
る。巡回符号はまず独立な誤り訂正に関して， Prange fとより導入きれ，さらにそれぞれ若干違った立


















して，バースト長S ニ 3"""" 6 ，検査点の桁数m三二14の範聞の S ， mlこ対して最大のね;号i三仰をもっ最適]~
Inl符号を来1'1.織的に探した結果およびその探索法を示した。
21j 6 'i';'i:ではパースト長S 以内の密集した誤りを訂正できる(したがって 211，'i!'灯までの長き S 以内の密集
した玖りを検出できる)最適な擬辺倒符号を求める一つの方法を示している。いままでの方法ではぼう
大な手数を要し ， C' く小さいパラメータの小数例を除いて最適性の保障のある擬道 li司符号は知られてい
なかった。ここで述べられている万法はかなり能率的であり，また計算機にかけるのに極めて適してい
る。この方法をNEAC-2203 ， IBM-7090にプログラムして S =2 ，.....，， 10の範凶の S に対して，それぞれいく
つかのmについて，最適擬巡回符号を求めた結果が示されている。まにより大きな S については能率のよ
い符号例をいくつか示した口これらの大部分はいままでに知られていた符号より，いちじるしく能率的で





研究をまとめたものであって，緒論，第 1 編 3 章，第 2 編 7 章よりなっている。
緒論および各編第 1 章には，本研究分野における従来の研究，その工学上の意義と本研究の新しい諸結
果を概説しているの









第 1 編第 3 章は，第 1 編の主な結果を要約したものである。
tf~ 2 編第 2 章には，位相幾何学的方法を組織符号構成の問題に導入し，符号構成の新しい万法を示して
V\ る。とくに最短距離 5 の準完全な組織符号の構成の問題を取上げて，その構成法を論じている。この方
法は，グラフをモデルとして用いることができ，直観がきき，複雑な問題の取り扱いも容易にし，対称性
の著しい符号が求めやすく，機構の簡単化にも有利である。
第 2 編第 3 章には第 2 章に用いた一諸定理の証明が述べられている。




2 編第 5 章には，与えられたパターンの組が同時に訂正可能であるための判定の容易な必要，十分条
件を求めている。とくに上の条件を利用して，密集した誤訂正符号の場合に望ましい特性多項式の選択に
ついて目安が得られた。これによって長さ 1022以下の完全な符号のすべてを決定している。さらにその結
果を利用してパースト長 S=3---6，検査点の桁数m豆14の範囲の S ， m に対して最大の符号長nをもっ最
適巡匝l符号の組織的な傑宗法および結果を示している。
第 2 編第 6 章では密集した誤を訂正で・きる最適な擬巡回符号を求める A方法を示している。乙の方法は
能率がよく，かっ計算機を利用するのに極めて適しており，実際にNEAC-2203 ， IBM7090 にプログラム
してパースト長 2 """'10の範囲に対して，若干のmについて最適擬巡凶符号を求め，さらに大きなバースト
長のものについて高能率符号の例をも示している。これは，擬巡回符号の機構化の複雑さを規定する第一
の因子はmであり ， mが理論的最小値 2 S に近い値で能率のよい符号が存在するかどうかが問題となうて
いるが，これに対する一つの解答を与えるものであるといいうる。
第 7 章は第 2 編の各章に得られた諸結果を要約したものである。
以上述べたように本研究は第 1 編において，雑音に埋もれた信号を有限時間観測によって推測する問題
において，物理的，経済的に実現しうる有限次元的線形作用素のわく内で一つの最適解を導いている。こ
れは ， tことえば適応制御における系の特性曲線の観測問題などに極めて有利である。また第 2 編では，新
Tこに位相幾何学的手法を導入して機構化に有利な符号を数例構成し，巡回符号と擬巡回符号の基本的性質
を明らかにし，新しい有望な一群の符号の存在するととを示していて，これらはほとんどすべて新しい符
号であり，実用上意味をもっ程度に大きいパラメーターに対する高能率符号探索の方向に大きく一歩前進
せしめたものである。
従って本研究は通信工学，電子工学の発展に寄与するところ誠に大である。よって本論文は博士論文と
して価値あるものと認める。
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